













ル・アカデミーの画家たち，さらには官立デザイン学校（Government School of Design，





室内装飾家のヘイ（David Ramsay Hay, 1798−1866），フランスの化学者シュヴルール
（Michel Eugène Chevreul, 1786−1889）らの書物を挙げている。彼らは，フィールド『クロ
マトグラフィー Chromatography』（1835年）を中心に，シュヴルール『色彩の同時対比の法
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【図２】 “A Diagram to Illustrate the Harmonious Relations 
of Colour”，実用美術局，1853年
印刷： Chapman and Hall（53.8cm ×34.7cm）































【図３】 Redgrave, An Elementary Manual of Colour, 
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